
93号

骨造成やサイナスリストはもう古い

I 補綴主導のインプラント治療から患者主導のインプラント治療へ

II 4S-Conceptに基づいた垂直骨量が少ない部位への対応

III エクストラワイドショートを用いた graftless sinus lift

最新のインプラント治療はこれだ！

最新デジタル技術 vs歯科技工士の匠の技 その 3

咬合を紐解く 第 5回 上顎歯列の重要性 -咬合平面と正中矢状面 -

有限要素法解析からの考察その③
リッジエキスパンジョン時に骨裂開を防ぐためのデコルチケーションの工夫
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咬合の科学 シリーズ連載

シークエンシャルガイダンスの世界

超高齢社会を迎えている日本においては、今後はさらに低侵襲の短期間治療が求められる。そのためには複雑な外科処置
をできるだけ減らすとともに、早期に機能回復ができるインプラント治療を提供する必要がある。そしてそれこそが患者
主導のインプラント治療であり、われわれ術者が常に臨床で意識して達成すべきゴールだと考えている（本文より抜粋）。
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インプラント治療によるフルマウスオーラルリハビリテーション
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